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フロー図作成上のポイント・留意事項等

事業目的
達成度

・受講生と職員による共同イベントを開催
・受講生から自主活動（地域）団体を生み、地域活動をする
団体に育てる。（H23追加）

・受講生と職員による共同イベントを開催し、地域を元気に
できたか。
・受講生から自主活動（地域）団体が発足し、地域を元気に
できたか。（H23追加）

・事業の内容や実施結果か
ら、地域を元気にする材料
をうむ。

・途中からの受講申し込み
状況
・受講生の意識変化等

・受講生同士の交流の状況
・アンケートの感想
・検討メンバーの追加加入
状況

事業の直接
的な効果

・受講生の交流が図られた
か
・受講生とのイベント実施
や自主活動団体発足に結び
ついたか

・アンケート「何で知った
か」結果による把握

・企画した事業の実施
・受講生の申込・参加状況
※平成22～24年度事業内容
は別紙のとおり

・目的に添った事業となっ
たか
・ターゲットに合った参加
者が集まったか

・ターゲットにあった周知
方法

5

○ ○ ○

･行政提案型ではない会議内
容であったか
・目的に向かった具体的な
事業検討ができたか

・市民メンバーの意見を十
分反映できたか。
・目的に向かった事業を企
画できたか。

効果向上のための取組

1（平成22年度） 2（平成23年度） 3（平成24年度） 4

事業実績

・事業選定チーム会議の開
催（ニーズ把握）

・事務局会議の開催
（ニーズ反映）

年次計画

事業
の目標

・地域住民と行政との創意工夫により、事業を展開し地域を元気にする。（要項によるH21～）
・チャレンジする市民を支援する講座を開設し、受講生による交流等をとおして、職員との共同で事業・イベントを実施
することにより地域を元気にする。（H22～）
・受講生から自主的に地域活動する団体を育て、地域活動を通して地域を元気にする。（H22Check後追加H23～）

事業
の概要

・事業を選定するため、関係する住民団体等からの推薦者と職員（概ね30代）を選任し事業選定チームを構成し協議し事
業を実施する。
・事業選定チームでゼロベースから市民メンバーと協議をし、目的達成に向けた事業を展開する。

他の事業等
との関連

施策「人を育み文化を創造する生きがいあるまちづくり」→施策の柱「生涯学習」→事業「生涯学習講座開催事業（公民
館事業）」※市長部局予算で全庁で取り組む事業であるが、教育部の社会教育事業としての側面があり、取り組みが弱い
青年（成人：若い人）事業の先駆的事業となりえる。   「その他：企画した事業結果が男女共同参画的要素がある。」

施策 人と情報が活発に行き交うふれあいと連携のまちづくり
施策の柱 地域づくり活動（団体・人材育成）

事業 いちのせき元気な地域づくり事業


